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視覚障がい者を支援する



芝浦工業大学が目指す「ダイバーシティ推進先進校」。
イノベーション創出のため、グローバル化や障がいを持つ人への合理的配慮だけでなく、

男女共同参画も推進しています。
特に女性の少なさが社会的課題の工学分野における、女性教員の採用、

女子学生の増加、そして入学した女子学生へのキャリア支援。
附属中学・高校の共学化も交えて、

特有の課題や本学の特色について特集します。

進む、芝浦の
ジェンダーダイバーシティ

特集
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女子学生比率の推移

国
内
有
数
の
女
性
教
員
比
率

芝
浦
工
業
大
学
は
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
先

進
校
」
と
し
て
全
て
の
男
女
が
働
き
や
す
く
学
び

や
す
い
大
学
を
目
指
し
、
２
０
１
３
年
10
月
に
男

女
共
同
参
画
推
進
室
を
設
置
し
ま
し
た
。
以
降
、

教
職
員
に
対
し
て
は
女
性
の
妊
娠
・
出
産
に
関
す

る
諸
制
度
や
、
男
女
共
が
対
象
の
育
児
や
介
護
に

関
す
る
学
内
諸
制
度
の
整
備
を
進
め
ま
し
た
。

こ
の
間
、
国
の
補
助
事
業
の
採
択
も
あ
り
女
性

研
究
者
支
援
の
取
り
組
み
も
推
進
。
女
性
教
員
比

率
は
19.
０
%
と
、
国
内
大
学
な
ど
に
お
け
る
女

性
研
究
者
比
率
が
工
学
系
で
11.
５
％
、
全
分
野

で
も
16.
６
％
に
と
ど
ま
る
な
か
、
突
出
し
て
い

ま
す
。
こ
の
数
字
を
、
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え

る
２
０
２
７
年
に
は
30
％
に
す
る
こ
と
を
目
標
に

掲
げ
て
い
ま
す
。

女
性
研
究
者
の
活
躍

こ
の
現
状
と
目
標
達
成
に
向
け
て
、
男
女
共
同

参
画
推
進
を
担
当
す
る
川
口
恵
子
学
長
補
佐
は

「（
教
員
採
用
は
）
数
字
を
追
い
か
け
る
だ
け
で

な
く
、
そ
の
時
々
に
最
適
な
人
材
を
採
用
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
そ
の
中
で
女
性
教
員
を
増
や
す

女性教員比率の推移

2013年

※ 2020 年度より教員総数を文部科学省「学校基本調査」の数字に変更
※ 「国内工科系研究者の女性比率」は内閣府「令和 2 年版男女共同参画白書」Ⅰ－４－ 10 図より

2013年

2014年

2014年

2015年

2015年

2016年

2016年

2017年

2017年

2018年

2018年

2019年

2019年

2020年

2020年

2021年

2021年 …

… 2027年

国内工科系
研究者の
女性比率

2027年

8.8%
10.0%

12.3%
13.5%

15.0%
17.6% 18.5%

20.8%
19.0%

目標
30.0%

11.5%

13.7% 13.8% 14.5% 15.5% 16.4%
17.5% 17.9% 18.3% 18.7%

目標
30.0%

10.3% 9.5%
11.5% 11.6%

12.9%
14.7% 15.4% 15.8% 15.7%

2020年度に定年退職した女性教員が多かったため、21年度は昨年対比1.8ポイント減少

芝浦で働く女性教員

大学院生学部生

特集　進む、芝浦のジェンダーダイバーシティ
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に
は
、
執
行
部
と
現
場
の
意
思
疎
通
と
、
博
士
課

程
を
修
了
す
る
女
子
学
生
や
卒
業
生
に
公
募
情
報

を
提
供
す
る
な
ど
戦
略
的
な
募
集
が
必
要
で
す
」

と
話
し
ま
す
。

性
別
だ
け
を
考
慮
し
た
採
用
で
は
な
く
、
本
学

の
教
育
・
研
究
を
担
う
の
に
最
適
な
人
材
を
採
用

で
き
て
い
る
こ
と
を
示
す
数
字
が
あ
り
ま
す
。
国

の
科
学
研
究
費
補
助
事
業
（
科
研
費
）
採
択
件
数

に
お
け
る
女
性
研
究
者
の
比
率
（
24.
1
%
）
は
在

籍
す
る
比
率
（
19.
0
%
）
を
上
回
っ
て
お
り
、
男

女
問
わ
ず
本
学
の
研
究
力
を
支
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、川
口
学
長
補
佐
が
触
れ
た「
意
思
疎
通
」

と
「
戦
略
的
な
募
集
」
に
も
、
４
月
か
ら
の
新
体

制
下
で
乗
り
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
学
内
に

示
し
て
い
た
採
用
方
針
で
は
、
教
員
公
募
の
募
集

要
項
に
「
芝
浦
工
業
大
学
は
男
女
共
同
参
画
を
推

進
し
て
い
ま
す
」
と
記
載
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

を
今
年
度
か
ら
「
芝
浦
工
業
大
学
は
男
女
共
同
参

画
を
推
進
し
て
お
り
、
選
考
に
お
い
て
評
価
が
同

等
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
積
極
的
に
女
性
を
採

用
し
ま
す
」
と
、
踏
み
込
ん
だ
表
現
に
改
め
ま
し

た
。
ま
た
博
士
課
程
を
修
了
す
る
女
子
学
生
に
公

募
状
況
を
知
ら
せ
る
、
他
の
大
学
院
に
進
学
し
た

り
研
究
職
に
就
い
た
り
し
た
女
性
卒
業
生
に
公
募

時
に
声
が
け
す
る
、
な
ど
と
い
っ
た
戦
略
的
な
採

用
促
進
案
を
例
示
し
て
い
ま
す
。

進
学
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る

き
っ
か
け
と
し
て

女
子
学
生
の
比
率
も
女
性
教
員
と
同
じ
く

２
０
２
７
年
の
30
％
達
成
を
目
標
に
掲
げ
、
年
々

向
上
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
27
あ
る
学
科
・
課
程
・

専
攻
間
で
偏
り
も
あ
り
、
30
％
を
超
え
る
の
は
４

学
科
・
専
攻
だ
け
、
９
学
科
・
専
攻
で
は
10
％
を

下
回
り
ま
す
。

そ
こ
で
学
部
で
は
、
２
０
１
８
年
度
入
試
か
ら

工
学
部
の
機
械
・
電
気
系
学
科
を
対
象
に
女
子
受

験
生
を
募
集
し
て
き
た
「
公
募
制
推
薦
入
学
者
選

抜
（
女
子
）」
の
対
象
学
科
を
、
２
０
２
２
年
度

入
試
か
ら
工
学
部
９
学
科
に
拡
大
し
ま
す
。
こ
の

推
薦
入
学
者
選
抜
方
式
の
狙
い
に
つ
い
て
、
新
井

剛
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長
に
聞
き
ま
し
た
。

「
こ
の
推
薦
制
度
は
、
国
内
で
は
少
な
い
女
子

の
工
学
系
志
願
者
を
い
か
に
確
保
す
る
か
に
注
力

す
る
た
め
に
始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
女
子
学
生
が

特
に
少
な
い
機
電
系
学
科
に
限
っ
て
い
た
募
集

を
、
22
年
度
か
ら
工
学
部
全
学
科
に
、
23
年
度
に

は
全
学
部
に
拡
大
し
ま
す
。
弱
い
と
こ
ろ
を
補
う

だ
け
で
な
く
、
比
率
の
高
い
学
科
で
も
現
状
に
満

足
せ
ず
、さ
ら
に
女
子
学
生
を
増
や
す
た
め
で
す
。

世
界
的
に
女
性
の
活
躍
の
場
は
広
が
っ
て
い
ま

す
が
、
日
本
で
は
ま
だ
ま
だ
で
す
。
そ
も
そ
も
人

芝浦で学ぶ女子学生を増やすために

科研費採択件数における女性研究者比率

2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

14.0% 15.2%
17.7%

15.8% 15.0%

23.6%
26.4%

24.1%
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口
比
で
見
れ
ば
男
女
は
ほ
ぼ
１
対
１
な
の
に
、
工

学
分
野
に
進
学
す
る
女
性
は
少
な
い
。
そ
こ
に
あ

る
ハ
ー
ド
ル
を
少
し
で
も
下
げ
る
必
要
が
あ
り
、

進
学
の
流
れ
を
作
る
カ
ン
フ
ル
剤
と
し
て
、
こ
う

し
た
制
度
が
必
要
で
す
。」

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
提
示
と
意
識
啓
発

ほ
か
に
も
女
子
学
生
を
増
や
す
に
は
「
ロ
ー
ル

モ
デ
ル
の
提
示
や
中
学
高
校
、
保
護
者
へ
の
働
き

掛
け
、
意
思
決
定
者
の
意
識
改
革
も
重
要
」
と
、

川
口
学
長
補
佐
は
話
し
ま
す
。
そ
れ
ら
の
具
体
的

な
取
り
組
み
を
吉
川
倫
子
男
女
共
同
参
画
推
進
室

担
当
室
長
は
こ
う
話
し
ま
す
。

「
女
子
学
生
が
女
子
高
生
に
話
を
す
る
、
そ
し

て
卒
業
後
は
O
G
と
し
て
在
学
生
に
女
性
と
し

て
の
働
き
方
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
と
い

う
よ
う
な
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
循
環
を
、
入
試
部
や

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
と
相
談
中
で
す
。
ま
た
意

識
啓
発
と
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
12
月
に
開
催
す

る
予
定
で
す
。
基
調
講
演
の
ほ
か
、
学
長
や
併
設

す
る
中
学
高
校
の
校
長
、
保
護
者
の
代
表
も
交
え

た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
理
工
系
女
子
の
育
成
の
重
要
性
に
つ
い
て

中
高
教
員
と
保
護
者
に
考
え
、
語
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地

道
な
意
識
啓
発
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。」

そ
し
て
学
生
に
は
、
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
や
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
の
観
点
を
含
め
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

必
要
性
を
川
口
学
長
補
佐
も
吉
川
担
当
室
長
も
同

様
に
叫
び
ま
す
。

社
会
に
出
た
際
に
必
要
な
多
様
性
へ
の
理
解

力
。
学
修
・
教
育
目
標
に
も
定
め
る
そ
の
力
を
養

成
す
る
た
め
、
多
様
な
環
境
の
創
出
だ
け
で
な

く
、
多
く
の
学
生
へ
学
ば
せ
る
機
会
を
設
け
る
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

川口 恵子
学長補佐
( 男女共同参画推進担当 )

新井 剛
アドミッションセンター長・学長補佐

吉川 倫子
男女共同参画推進室担当室長

「公募制推薦入学者選抜（女子）」の対象学科

機械工学科
機械機能工学科
電気工学科
電子工学科
材料工学科
応用化学科
情報通信工学科
情報工学科
土木工学科

工学部機械工学科
機械機能工学科
電気工学科
電子工学科

工学部

全学部・全学科
（先進国際課程除く）

2023年度から（予定）2022年度から2018～2021年度

特集　進む、芝浦のジェンダーダイバーシティ
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理
工
系
の
職
業
イ
メ
ー
ジ
と

女
子
学
生
比
率

「
大
学
で
の
男
女
比
率
と
同
じ
環
境
で
働
く
と

思
え
ば
就
職
に
あ
ま
り
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
」
と
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
株
式
会
社
（
以
下
ダ
イ

キ
ン
）
で
技
術
職
と
し
て
働
く
卒
業
生
の
清
水
さ

ん
は
言
い
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
の
窓
口

で
も
、
男
性
比
率
の
高
い
技
術
職
と
し
て
働
く
こ

と
へ
の
不
安
を
女
子
学
生
が
相
談
す
る
こ
と
は
、

実
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
女
子
学
生
比

率
が
18.
7
％
（
2
0
2
1
年
度
）
の
芝
浦
工
業

大
学
に
進
学
し
た
時
点
で
、
男
性
が
多
い
環
境
に

抵
抗
が
な
い
学
生
が
多
い
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
つ
ま
り
、
大
学
卒
業
後
の
就
労
環
境
に
不
安

を
覚
え
る
女
子
生
徒
は
そ
も
そ
も
理
工
系
に
進
ん

で
い
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
逆
に
言
え
ば

「
理
工
系
の
職
場
は
男
性
が
多
く
、
体
力
的
に
厳

し
く
、
妊
娠
・
出
産
へ
の
理
解
が
な
い
」
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
女
子
学
生
比
率
を
下
げ
る
要
因
の
ひ

と
つ
に
な
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

理
工
系
女
子
学
生
の
就
職
活
動

卒
業
後
87.
5
％
の
学
生
が
技
術
職
に
就
く
芝

浦
工
業
大
学
（
2
0
2
0 

年
度
実
績
）
で
は
、「
理

工
系
女
子
の
就
職
活
動
は
大
変
で
は
な
い
か
」
と

い
う
声
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

2
0
2
0
年
度
に
卒
業
し
た
芝
浦
工
業
大
学
生

の
就
職
率
が
97.
1
％
（
学
部
・
修
士
計
）
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
女
子
学
生
は
98.
3
％
と
全
体

平
均
よ
り
も
高
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
一
般
企
業
で
は
母
数
の
少
な
い

女
性
技
術
職
を
採
用
す
る
た
め
の
積
極
的
な
イ
ベ

ン
ト
開
催
が
目
立
ち
ま
す
。
本
学
卒
業
生
の
採
用

実
績
も
多
い
ダ
イ
キ
ン
で
は
「
理
系
女
子
学
生
の

た
め
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
な
ど
、
女

性
技
術
職
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
相
談
イ
ベ
ン
ト
を
多

く
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
大
学
と
同
様
に
、

一
般
企
業
の
ダ
イ
キ
ン
で
も
「
企
業
の
競
争
力
の

源
泉
は
「
人
」
で
あ
る
」
と
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

推
進
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
源
と
捉
え
て
い
る
か

ら
で
す
。

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
で
の
指
導

例
え
ば
「
建
設
現
場
は
男
性
が
多
い
か
ら
、

体
力
的
に
厳
し
い
」
な
ど
の
先
入
観
を
持
た
ず

に
、
実
際
の
仕
事
を
見
て
く
る
こ
と
を
キ
ャ
リ
ア

サ
ポ
ー
ト
課
で
は
勧
め
て
い
ま
す
。「
思
い
込
み

で
挑
戦
を
諦
め
て
ほ
し
く
な
い
」
と
加
藤
美
南

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
長
は
言
い
ま
す
。
働
き
や

女子学生のキャリア支援
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社名 人
数

1 ＮＥＣソリューションイノベータ株式会社 6
2 日本工営株式会社 5
3 鹿島建設株式会社 4

4

東日本旅客鉄道株式会社 3
凸版印刷株式会社 3
本田技研工業株式会社 3
株式会社ＬＩＸＩＬ 3
ポラス株式会社 3

9

東京都庁 2
東京都特別区 2
日本電気株式会社 2
東日本電信電話株式会社 2
富士通株式会社 2
積水ハウス株式会社 2

社名 人
数

9

キヤノン株式会社 2
大和ハウス工業株式会社 2
株式会社エヌ・ティ・ティ・データ 2
株式会社ＩＨＩ 2
ダイキン工業株式会社 2
株式会社竹中工務店 2
沖電気工業株式会社 2
株式会社野村総合研究所 2
株式会社ＮＴＴファシリティーズ 2
株式会社東京精密 2
シャープ株式会社 2
株式会社オープンハウス・ディベロップメント 2
ＳＯＣ株式会社 2

加藤美南　キャリアサポート課長

す
さ
を
条
件
に
、
転
勤
が
な
く
、
子
育
て
サ
ポ
ー

ト
が
充
実
し
て
い
る
会
社
を
選
ん
で
も
、
こ
れ
か

ら
出
会
う
パ
ー
ト
ナ
ー
の
転
勤
や
事
業
展
開
ま
で

は
予
測
が
つ
き
ま
せ
ん
。
長
い
社
会
人
生
活
の
中

で
、
働
き
や
す
さ
の
条
件
も
変
わ
っ
て
く
る
で

し
ょ
う
。
出
産
を
機
に
離
職
す
る
率
は
営
業
・
販

売
職
が
57.
4
％
な
の
に
対
し
て
、
高
い
専
門
性

を
持
っ
た
専
門
職
・
技
術
職
は
36.
7
%
と
大
幅

に
低
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
（
リ
ク
ル
ー
ト

ワ
ー
ク
ス
研
究
所
「
全
国
就
業
実
態
パ
ネ
ル
調
査

（
J
P
S
E
D
）
2
0
1
9
」）。
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
て
長
く
働
く
に
は
、

条
件
の
良
い
会
社
を
探
す
よ
り
も
や
り
た
い
仕
事

を
重
視
し
て
、
社
外
に
出
て
も
雇
用
さ
れ
や
す
い

専
門
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

→
「
2
0
2
0
年
度
卒
業
生
就
職
先
ラ
ン
キ

ン
グ
」
は
、
20
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

技術的な営業企画を担当しています。若手でも主担当
で任せられる仕事が多く、挑戦が経験として糧になる
ところが面白いです。総合職は単身赴任も少なくありま
せんが、私は同僚との結婚を機に上手く赴任地を夫婦
で合わせてもらうことができ、会社の柔軟なサポート
が嬉しいと感じました。

担当業務は販売した自社システムの構築です。お客様
に近い業務なので、評価が良いと嬉しいですし、また
一緒に仕事がしたいと思ってもらえる仕事をすることに
やりがいを感じます。「育休中キャリアアップ支援プログ
ラム」では育休中に大学の科目を履修できるなど、ライ
フステージに合わせて多くのサポートがあり嬉しいです。

今村 大陸さん
空調営業本部
テクニカルエンジニアリング部
2016 年　材料工学科卒業

清水 慧奈さん
電子システム事業部
営業部
2017 年　材料工学科卒業

ダイキン工業株式会社  リクルーター

特集　進む、芝浦のジェンダーダイバーシティ

2020年度卒 女子就職先ランキング （学部・院生含む）
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リ
ア
ル
な「
女
子
一
期
生
」の
姿

　
　
　
学
校
生
活
、実
際
の
と
こ
ろ

吉
田
：
女
子
一
期
生
で
あ
る
こ
と
に
、
正

直
不
安
は
あ
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
実
際

に
入
学
し
て
み
た
ら
一
期
生
だ
か
ら
と

い
っ
て
特
別
に
困
る
こ
と
な
ど
は
あ
り
ま

せ
ん
。

鈴
木
：
私
は
入
学
前
か
ら
あ
ま
り
不
安
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
高
校
に
は
女
子
の

先
輩
も
い
ま
す
し
。

吉
田
：
部
活
も
、
私
は
吹
奏
楽
部
所
属

で
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
中
で
は
唯
一
の
女

子
生
徒
で
す
が
、
木
管
楽
器
と
し
て
見
れ

ば
女
子
が
い
る
の
で
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

男
子
も
仲
が
い
い
の
で
楽
し
い
で
す
。

鈴
木
：
私
は
理
科
部
所
属
な
の
で
、
男
子

率
が
高
い
で
す
。
で
も
同
学
年
の
女
子
が

３
人
い
る
の
で
、
結
束
し
ま
し
た
。

吉
田
：
そ
う
、
女
子
が
少
な
い
か
ら
こ
そ

団
結
し
ま
す
。
私
は
全
ク
ラ
ス
の
女
子
全

員
の
顔
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

現
代
社
会
で
は
性
別
に
関
係
な
く
、
科

学
・
情
報
・
数
学
・
も
の
づ
く
り
な
ど
、

理
工
系
の
素
養
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

2
0
2
1
年
4
月
よ
り
芝
浦
工
業
大
学
附

属
中
学
校
は
共
学
化
し
、
全
40
名
の
女
子

中
学
生
が
入
学
し
ま
し
た
。
今
回
は
「
女

子
一
期
生
」
と
な
っ
た
生
徒
２
名
に
話
を

聞
き
ま
し
た
。

女性研究者・技術者の
育成に向けて、新たなスタート

10



「
難
し
い
」よ
り
も「
楽
し
い
」

ア
ソ
ビ
感
覚
の
先
進
的
授
業

鈴
木
：
私
は
土
曜
日
も
学
校
に
来
る
の
が

楽
し
み
な
く
ら
い
、
満
喫
し
て
い
ま
す
。

起
き
る
の
は
大
変
だ
け
ど
…
…
。

吉
田
：
特
に
授
業
が
面
白
い
。
中
で
も
、

も
の
づ
く
り
の
授
業
が
と
て
も
楽
し
い
で

す
。
元
々
理
系
志
望
で
は
な
く
苦
手
意
識

が
あ
り
ま
し
た
が
、
授
業
で
取
り
組
む
こ

と
で
初
め
て
知
る
、
気
づ
き
や
面
白
さ
が

あ
り
ま
し
た
。

鈴
木
：
私
も
、
も
の
づ
く
り
が
得
意
な
方

だ
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
、
生

徒
み
ん
な
で
取
り
組
む
ス
タ
ン
ス
な
の

で
、
難
し
さ
よ
り
も
楽
し
さ
を
感
じ
ま

す
。

吉
田
：
ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば
し
た
り
と
か
、

水
陸
両
用
バ
ス
に
乗
っ
た
り
と
か
。

鈴
木
：
実
際
に
体
験
す
る
と
、
記
憶
に
残

り
ま
す
。

吉
田
：
そ
う
な
ん
で
す
。
体
験
し
た
時
の

感
覚
は
、
一
生
忘
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

ア
ソ
ビ
と
勉
強
が
一
体
化
し
て
い
て
、
と

て
も
楽
し
い
で
す
。

探
究
心
を
養
い
、将
来
へ
活
か
す

時
代
を
引
っ
張
る
存
在
へ

鈴
木
：
私
た
ち
の
代
は
、
中
学
校
に
は
女

子
の
先
輩
が
い
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、

私
は
今
後
入
学
し
て
く
る
女
子
の
後
輩
た

ち
と
、
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
な
り
、
頼
っ
て

も
ら
え
る
先
輩
に
な
り
た
い
で
す
。

吉
田
：
入
学
時
の
決
め
手
に
も
な
っ
た
、

探
究
心
を
刺
激
す
る
こ
の
環
境
に
期
待
し

て
い
ま
す
し
、
こ
の
学
校
で
受
け
て
い
る

教
育
は
、
非
常
に
先
進
的
だ
と
理
解
し
て

い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
将
来
は
時
代
を

引
っ
張
っ
て
い
く
よ
う
な
こ
と
が
し
た
い

で
す
。
元
々
も
の
づ
く
り
が
好
き
だ
っ
た

わ
け
で
は
な
い
の
に
、
入
学
２
カ
月
に
し

て
既
に
ど
ん
ど
ん
興
味
が
湧
い
て
き
て
い

ま
す
。
（
笑
）

左：鈴木天さん　右：吉田恵愛さん
中学校共学化を機に導入された、「ヘルシーメニュー」弁当と一緒に。
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先端画像認識技術で
視覚障がい者を支援する

SIT Academic Column

私
た
ち
は
普
段
、
五
感
か
ら
周
囲
の
情
報
を
得

て
い
る
。
特
に
視
覚
に
つ
い
て
は
重
要
で
、「
人

が
得
る
情
報
の
90
％
は
視
覚
に
由
来
す
る
」
と
言

わ
れ
る
ほ
ど
だ
。
そ
の
視
覚
の
お
か
げ
で
、
私
た

2
0
5
0
年
、
視
覚
障
が
い
者
数
は

現
在
の
3
倍
に

12



世界保健機関（WHO）によると、世界では 22 億人を超える人々が何ら
かの形で視覚障がいや失明を抱えている。またコロナ禍により接触がは
ばかれることで、視覚障がい者の生活の不便さは一層増している。このよ
うな背景の中で、視覚障がい者が世界中どこでも安心して歩ける世の中を、
そして多様性のある社会の実現を目指した研究が進められている。

ち
は
本
を
読
み
、
テ
レ
ビ
や
映
画
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
自
分
の
行
き
た
い
時
に
、
行
き
た
い
場

所
へ
行
け
る
。
し
か
し
、〝
見
え
る
こ
と
〟
を
前

提
と
し
た
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
そ
う
い
っ
た

当
た
り
前
の
こ
と
が
、
視
覚
障
が
い
者
に
と
っ
て

の
当
た
り
前
で
は
な
く
な
る
。

こ
の
よ
う
な
、
障
が
い
者
や
要
介
護
者
と
い
っ

た
他
人
の
支
え
が
必
要
な
人
々
の
支
援
に
注
力
し

て
研
究
を
展
開
し
て
い
る
の
が
、
工
学
部
電
子
工

学
科
の
プ
レ
ー
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ 

チ
ン
タ
カ
准
教
授

だ
。
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
と
画
像
処
理
技
術
を
組
み
合

わ
せ
て
、
人
々
の
生
活
を
快
適
か
つ
豊
か
に
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
日
々
研
究
を
推
進
し
て
い
る
。

チ
ン
タ
カ
准
教
授
が
取
り
組
む
研
究
の
ひ
と
つ

に
、
視
覚
障
が
い
者
向
け
の
支
援
シ
ス
テ
ム
が
あ

る
。
現
在
、
視
覚
障
が
い
者
の
数
は
日
本
の
み
な

ら
ず
各
国
で
増
加
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
支
援
策
は

世
界
に
と
っ
て
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

世
界
一
の
高
齢
社
会
を
迎
え
て
い
る
と
言
わ
れ

る
日
本
で
は
、
総
人
口
に
占
め
る
高
齢
者
人
口

の
割
合
が
2
0
2
0
年
で
28.
7
%
と
過
去
最

高
を
更
新
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
視
覚
障
が
い
者
数

も
1
9
5
1
年
の
21.
1
万
人
か
ら
2
0
1
6

年
に
は
31.
2
万
人
へ
と
増
加
し
て
い
る
（
厚
労

省
の
統
計
は
5
年
ご
と
に
実
施
。
次
回
の
調
査
は

2
0
2
1
年
）。

SIT Academic Column 先端画像認識技術で視覚障がい者を支援する
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利
用
に
注
目
し
た
研
究
が
増
え
て
い
る
。
日
本
人

に
と
っ
て
は
見
慣
れ
た
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
実
は

日
本
が
発
祥
で
あ
る
。
一
般
的
に
黄
色
が
多
い

が
、
日
本
で
も
た
ま
に
黄
色
で
は
な
い
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
が
あ
る
。
海
外
で
も
黄
色
で
は
な
い
点
字

ブ
ロ
ッ
ク
が
散
見
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
無
線
通
信
や
精
密
機

器
を
取
り
付
け
る
こ
と
で
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
検
出

す
る
手
法
や
、
固
定
し
た
色
の
し
き
い
値
を
画
像

に
適
応
す
る
こ
と
で
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
領
域
を
検
出

す
る
手
法
な
ど
が
あ
っ
た
。
し
か
し
必
要
な
機
器

を
各
所
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
時

間
と
費
用
の
投
資
が
大
き
く
現
実
的
で
は
な
か
っ

た
。
ま
た
、
一
般
的
な
黄
色
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の

み
を
検
出
し
た
り
、
各
国
特
有
の
色
の
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
を
検
出
す
る
手
法
も
あ
っ
た
が
、
国
や
そ

世
界
に
目
を
向
け
て
も
状
況
は
悪
化
し
て
い

る
。
先
進
国
を
は
じ
め
と
す
る
世
界
中
で
高
齢
者

が
増
加
し
て
い
る
中
で
、
2
0
1
9
年
時
点
で
は

視
力
障
が
い
か
ら
失
明
に
至
る
様
々
な
視
覚
障
が

い
を
持
つ
人
々
が
22
億
人
以
上
い
る
と
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
英
ア
ン
グ
リ
ア
・
ラ
ス
キ
ン
大
学

の
研
究
チ
ー
ム
は
、
世
界
の
視
覚
障
が
い
者
の
数

が
２
０
５
０
年
ま
で
に
は
3
倍
に
増
加
す
る
と
予

測
す
る
。
そ
の
た
め
、
今
後
は
視
覚
障
が
い
者
へ

の
支
援
が
よ
り
一
層
必
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

日
本
は
世
界
と
比
較
し
て
視
覚
障
が
い
者
支
援

の
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
て
い
る
国
と
い
わ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
科
学
技
術
が
進
ん
で
い
る
日
本

で
さ
え
視
覚
障
が
い
者
が
一
人
で
街
を
出
歩
く
た

め
に
十
分
な
環
境
が
整
っ
て
い
る
と
は
い
え
な

い
。
例
え
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
高
齢
者
や
障
が

い
者
専
用
の
レ
ー
ン
を
設
け
る
ス
ー
パ
ー
な
ど
が

見
ら
れ
る
が
、
日
本
で
は
ま
だ
そ
の
数
は
非
常
に

少
な
い
。　

視
覚
障
が
い
者
へ
の
自
立
支
援
と
し
て
代
表
的

な
も
の
に
、
盲
導
犬
に
よ
る
支
援
や
白
杖
の
使
用

が
挙
げ
ら
れ
る
。
盲
導
犬
は
世
界
で
数
万
頭
が
活

動
し
て
い
る
が
、
世
界
に
い
る
3,
6
0
0
万
人

の
失
明
者
に
対
し
て
十
分
な
数
と
は
い
え
な
い
。

ま
た
、
盲
導
犬
に
は
訓
練
や
管
理
が
必
要
な
た

め
、
そ
の
数
を
急
増
さ
せ
る
の
も
難
し
い
。
こ
れ

に
対
し
、
白
杖
は
入
手
し
や
す
い
が
、
使
い
こ
な

す
の
に
時
間
が
か
か
り
、
利
用
者
が
一
人
で
歩
け

る
ま
で
同
じ
コ
ー
ス
を
何
度
も
歩
い
て
訓
練
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
視
覚
障
が
い
者

が
慣
れ
な
い
場
所
に
出
か
け
る
際
に
は
、
介
護
者

の
付
き
添
い
が
必
要
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は

介
護
者
の
ス
ト
レ
ス
と
な
る
た
め
、
多
く
の
視
覚

障
が
い
者
は
介
護
者
の
介
助
や
高
度
な
技
術
の
助

け
を
借
り
ず
に
一
人
で
外
出
す
る
こ
と
を
選
択
し

て
し
ま
う
。

さ
ら
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
っ
て
視
覚
障
が
い
者
の
置
か
れ
て
い
る
状

況
は
一
層
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
感
染
予
防
の
た

め
人
と
の
接
触
や
会
話
が
減
る
た
め
、
他
者
と
の

距
離
感
が
つ
か
み
づ
ら
く
な
る
か
ら
だ
。
そ
し
て

ま
す
ま
す
援
助
も
頼
み
に
く
く
な
る
。

歩
行
支
援
シ
ス
テ
ム
の
研
究
は
50
年
以
上
前
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
。
近
年
で
は
、
既
存
の
イ
ン
フ

ラ
を
生
か
せ
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
、
公
共

の
場
に
多
く
設
置
さ
れ
て
い
る
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の

新
た
な
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
検
出
手
法
で
、

視
覚
障
が
い
者
が
自
由
に
歩
け
る
世
界
を

不
十
分
な
視
覚
障
が
い
者
へ
の
支
援
環
境
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
一
層
厳
し
さ
を
増
す

図 1  様々な点字ブロック
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専門は AI、映像・音声処理、移動・飛行ロボット、高度道路交通システム。
2000 年日本国費留学生として来日、2004 年国立米子高専電子制御
工学科卒、2006 年三重大学工学部電気電子工学科卒、2008 年三
重大学大学院修士課程修了、2011年名古屋大学大学院博士課程修了。
2011年博士（工学）を取得。2012 年東京理科大学助教、2016 年芝
浦工業大学助教を経て、2018 年同大学准教授に就任。

芝浦工業大学公式 YouTube チャンネル
芝浦工大の多様な研究を紹介する SIT Lab シリーズ公開中

【SIT Lab Vol.15】�
グローバルな画像認識技術で視覚障がいを支援する

の
環
境
に
よ
り
色
が
異
な
る
と
対
応
で
き
な
い
な

ど
、
利
用
条
件
の
制
限
が
多
い
こ
と
が
ネ
ッ
ク

だ
っ
た
。
ま
た
、
視
覚
障
が
い
者
が
持
ち
運
ぶ
に

は
大
変
な
大
型
の
ハ
イ
ス
ペ
ッ
ク
パ
ソ
コ
ン
も
必

要
だ
っ
た
。

そ
こ
で
チ
ン
タ
カ
准
教
授
は
、
点
字
ブ
ロ
ッ

ク
に
お
け
る
一
定
の
色
の
分
散
と
エ
ッ
ジ
情
報

に
注
目
し
た
。
考
案
し
た
の
は
点
字
ブ
ロ
ッ

ク
の
H
S
V
（
色
を
色
相
（H

ue

）、
彩
度

（Saturation

）、
明
度
（Value・

Brightness

）

の
3
要
素
で
表
現
す
る
方
式
）
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム

を
基
に
、
統
計
的
に
解
析
し
て
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

領
域
を
検
出
す
る
シ
ス
テ
ム
だ
。
こ
の
結
果
、

91.
6
％
と
い
う
高
い
検
出
精
度
を
得
る
こ
と
に

成
功
。
国
外
の
実
験
に
お
い
て
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

各
国
平
均
で
は
92.
1
％
、
ア
ジ
ア
各
国
平
均
で

は
94.
5
％
と
な
り
、
様
々
な
状
況
下
で
も
検
出

精
度
が
低
下
す
る
こ
と
は
な
く
、
国
や
地
域
、
色

の
違
い
に
対
し
て
も
堅
牢
な
画
像
処
理
プ
ロ
セ
ス

で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
ま
た
、
デ
バ
イ
ス

の
大
型
化
問
題
に
つ
い
て
も
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
サ
イ
ズ
の
小
型
マ
イ
コ
ン
で
も
十
分
使
用
可
能

な
シ
ス
テ
ム
構
築
を
実
現
し
た
。
将
来
的
に
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
の
実
装
や
、
専
用
の
デ
バ
イ
ス

と
し
て
身
体
に
装
着
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

チ
ン
タ
カ
准
教
授
は
「
本
研
究
の
最
終
目
標
と

し
て
、
視
覚
障
が
い
者
の
方
が
皆
、
世
界
中
ど
こ

で
も
安
心
し
て
歩
け
る
よ
う
に
し
た
い
」と
語
る
。

今
後
は
、
検
出
率
や
処
理
速
度
の
さ
ら
な
る
向
上

を
図
る
こ
と
で
シ
ス
テ
ム
の
実
用
化
を
目
指
す
。

そ
の
先
に
は
、
視
覚
障
が
い
者
の
「
当
た
り
前
」

が
大
き
く
変
わ
る
社
会
が
見
え
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

プレーマチャンドラ チンタカ 准教授
工学部電子工学科

profile

SIT Academic Column 先端画像認識技術で視覚障がい者を支援する

図 2  歩行支援システムの機器と運用イメージ

図 3  点字ブロック内外のヒストグラムの比較による検出手法

1515



卒業生の「今」

創業メンバーとして会社の急成長を実現

園田 剛史さん

即戦力人材向けの転職プラットフォームとして、高い実績と知名度を誇る『ビズリーチ』。その創業メンバーの一人である 
園田剛史さんは、現在、同社の執行役員 CIO（最高情報責任者）として日本有数の急成長企業を支える立場にある。開発
エンジニアから、会社を支えるマネジメントの舞台へ。挑戦を続けてきたその足跡を辿っていく。

創立以来 10 万人を超える芝浦工業大学の卒業生。
現在、日本はもとより世界各地で活躍しています。
エンジニアはもちろん、さまざまな方面で活躍する卒業生を紹介します。

ビジョナル株式会社
株式会社ビズリーチ
執行役員 CIO

● 
Ｈ
Ｒ
テ
ッ
ク
分
野
の 

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て

　
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
な
ど
を
通
し
て
社
名
に
覚
え

が
あ
る
方
も
多
い
だ
ろ
う
。
株
式
会
社
ビ
ズ

リ
ー
チ
は
、
２
０
０
９
年
に
即
戦
力
人
材
向

け
の
転
職
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
創
業
し
、

そ
の
後
、
企
業
の
人
材
活
用
を
支
援
す
る
ク

ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、Ｈ
Ｒ（
人
事
）テ
ッ

ク
領
域
を
中
心
に
事
業
を
拡
大
。
２
０
２
０

年
２
月
に
は
グ
ル
ー
プ
経
営
体
制
に
移
行

し
、
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
で
あ
る

ビ
ジ
ョ
ナ
ル
株
式
会
社
を
設
立
。
10
年
あ
ま

り
で
売
上
高
約
２
５
８
億
円
（
２
０
２
０
年

度
７
月
期
）
ま
で
成
長
し
、
今
年
４
月
に
東

証
マ
ザ
ー
ズ
で
の
上
場
を
果
た
し
た
、
注
目

の
新
進
企
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　
そ
ん
な
同
社
の
創
業
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、

サ
ー
ビ
ス
開
発
か
ら
携
わ
っ
て
い
る
の
が

２
０
０
２
年
に
機
械
制
御
シ
ス
テ
ム
学
科
を

卒
業
し
た
園
田
剛
史
さ
ん
。
マ
ン
シ
ョ
ン

の
１
室
か
ら
は
じ
ま
っ
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
企
業
は
、
い
ま
や
グ
ル
ー
プ
全
体
で
約

１
４
０
０
人
の
社
員
を
抱
え
る
ま
で
に
成
長

し
た
。「
僕
の
社
員
番
号
っ
て
５
番
な
ん
で

す
よ
」
と
笑
う
園
田
さ
ん
は
、
そ
ん
な
同
社

の
急
成
長
を
牽
引
し
て
き
た
一
人
な
の
だ
。

● �

大
学
で
出
会
っ
た 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
魅
力

　
静
岡
県
三
島
市
の
出
身
。
建
築
士
の
父
親

と
板
前
だ
っ
た
祖
父
の
姿
を
見
て
、「
漠
然

と
、
も
の
づ
く
り
に
携
わ
れ
る
仕
事
に
就
き

た
い
と
は
思
っ
て
い
た
」
と
い
う
が
、
具
体

的
な
目
標
は
な
か
っ
た
。
せ
っ
か
く
工
学
を

学
ぶ
な
ら
、
手
で
触
れ
ら
れ
る
も
の
を
つ
く

り
た
い
。
機
械
分
野
に
進
む
学
生
の
定
番
と

も
い
え
る
理
由
で
、
芝
浦
工
業
大
学
の
機
械

制
御
シ
ス
テ
ム
学
科
に
進
学
す
る
が
、
１
年

次
の
授
業
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と
出
会
い
、

引
き
込
ま
れ
て
い
く
。「
書
い
た
コ
ー
ド
を

す
ぐ
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
レ
ス
ポ
ン
ス
の

良
さ
、
複
雑
に
見
え
る
シ
ス
テ
ム
も
紐
解
く

と
シ
ン
プ
ル
な
し
く
み
で
成
り
立
っ
て
い
る

こ
と
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
」
と
園
田
さ
ん
は

語
る
。

　
在
学
中
は
医
療
分
野
に
も
関
心
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
現
生
命
科
学
科 

生
命
医
工
学

コ
ー
ス
の
山
本
紳
一
郎
教
授
の
も
と
で
、
超

音
波
に
よ
る
筋
線
維
長
の
計
測
な
ど
の
研
究

に
着
手
。
ま
た
所
属
し
て
い
た
美
術
工
芸
部

で
、
動
画
や
３
D
モ
デ
リ
ン
グ
の
創
作
活

動
に
取
り
組
む
な
ど
、
大
学
で
の
４
年
間
は

「
好
き
な
こ
と
に
夢
中
に
な
れ
る
こ
と
の
強

さ
」
を
体
感
し
た
貴
重
な
時
間
だ
っ
た
と
い

う
。

　
卒
業
後
は
富
士
フ
イ
ル
ム
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

に
就
職
し
、
現
像
機
関
連
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

開
発
に
従
事
。
そ
の
後
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

広
告
代
理
店
の
オ
プ
ト
に
転
職
し
、
こ
こ
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
の
運

用
を
学
ん
だ
経
験
が
、
ウ
ェ
ブ
エ
ン
ジ
ニ
ア

の
道
に
繋
が
っ
て
い
く
。
そ
し
て
20
代
も
終

盤
の
頃
、
園
田
さ
ん
は
『
ビ
ズ
リ
ー
チ
』
創

業
者
の
南
壮
一
郎
氏
と
出
会
う
。

　
き
っ
か
け
は
個
人
で
展
開
し
て
い
た
ウ
ェ

ブ
サ
ー
ビ
ス
だ
っ
た
。
当
時
、
登
場
間
も
な

2002 年３月 機械制御システム学科卒業
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い
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
の
A
P
I
を
利
用
し

地
図
上
に
道
順
を
書
き
込
ん
で
共
有
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
を
開
発
し
た
と
こ
ろ
、
雑
誌
に
掲

載
さ
れ
る
な
ど
注
目
を
集
め
た
。
そ
こ
で
雑

誌
の
編
集
者
が
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
探
し
て
い
た

南
氏
に
園
田
さ
ん
の
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
、

問
い
合
わ
せ
窓
口
に
南
氏
が
メ
ー
ル
を
送
っ

た
こ
と
が
、2
人
の
出
会
い
へ
と
繋
が
っ
た
。

● �

開
発
エ
ン
ジ
ニ
ア
か
ら 

企
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ

　
南
氏
と
初
め
て
会
っ
た
翌
週
に
は
『
ビ
ズ

リ
ー
チ
』
の
開
発
ブ
レ
ス
ト
に
出
席
。
当
初

は
別
の
会
社
で
働
き
な
が
ら
、
サ
ポ
ー
ト
と

し
て
参
加
し
て
い
た
が
、
２
年
程
が
経
過
し

た
２
０
１
０
年
、
園
田
さ
ん
は
正
式
に
同
社

の
一
員
と
な
る
。『
ビ
ズ
リ
ー
チ
』
が
オ
ー

プ
ン
し
て
か
ら
、
数
カ
月
後
の
こ
と
だ
。

「
初
期
は
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
探
り
な
が
ら
、

シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て
い
く
状
態
。
人
も
い

な
い
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
も
軌
道
に
乗
っ
て
な

い
。
事
業
が
ど
う
転
ん
で
も
お
か
し
く
な
い

中
、
一
丸
と
な
っ
て
戦
っ
て
い
る
感
覚
は
面

白
か
っ
た
」
と
園
田
さ
ん
。
数
多
く
の
苦
労

が
あ
っ
た
こ
と
は
、
当
時
を
知
ら
な
い
人
間

で
も
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
れ
で
も
ど
こ
か

楽
し
そ
う
に
思
い
返
す
表
情
が
印
象
的
だ
。

『
ビ
ズ
リ
ー
チ
』
を
屋
台
骨
と
し
な
が
ら
も
、

毎
年
の
よ
う
に
新
規
事
業
を
展
開
す
る
の
が

Visional

グ
ル
ー
プ
の
特
徴
で
あ
り
、
そ

の
哲
学
は
創
業
当
時
か
ら
変
わ
ら
な
い
。
園

田
さ
ん
も
最
前
線
で
『
ビ
ズ
リ
ー
チ
』
の
開

発
運
用
を
行
い
な
が
ら
、
数
多
く
の
新
規
事

業
に
携
わ
っ
て
き
た
。
企
業
の
成
長
と
と
も

に
、
自
身
も
開
発
の
現
場
か
ら
チ
ー
ム
を
ま

と
め
る
立
場
へ
と
移
行
し
て
い
く
が
、
変
化

に
富
ん
だ
組
織
の
中
で
、
常
に
新
し
い
挑
戦

が
あ
る
環
境
が
、面
白
み
で
あ
っ
た
と
語
る
。

● �

新
た
に
課
せ
ら
れ
た
仕
事
を 

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
か

　
そ
の
後
、
創
業
か
ら
わ
ず
か
10
数
年
で
の

同
社
の
急
成
長
は
、冒
頭
に
紹
介
し
た
通
り
。

園
田
さ
ん
は
開
発
か
ら
品
質
保
証
な
ど
の
部

門
立
ち
上
げ
を
経
て
、
執
行
役
員
Ｃ
Ｉ
Ｏ
と

し
て
情
報
シ
ス
テ
ム
を
統
括
す
る
立
場
で
あ

り
、
現
在
は
数
年
後
を
見
据
え
た
社
内
シ
ス

テ
ム
の
改
善
と
再
構
築
と
い
う
、
ま
た
新
た

な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
向
き
合
っ
て
い
る
。

　
大
学
で
培
っ
た
好
き
な
こ
と
に
夢
中
に
な

れ
る
強
さ
、
メ
ン
バ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
若
手
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
か
ら
も
学
ぶ

姿
勢
の
大
切
さ　
　
。
話
の
中
で
活
躍
を
支

え
て
き
た
い
く
つ
も
の
ヒ
ン
ト
を
聞
く
こ
と

が
で
き
た
が
、
中
で
も
印
象
的
な
の
は
「
地

味
に
、
地
道
に
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
だ
。

「
会
社
を
支
え
る
の
は
、
学
習
意
欲
が
高
く

て
、
地
味
に
、
地
道
に
頑
張
れ
る
人
。
ま
た

恐
れ
ず
新
し
い
挑
戦
を
す
る
こ
と
。
最
初
は

苦
手
だ
と
思
っ
て
も
根
気
よ
く
挑
戦
し
て
み

れ
ば
、
結
果
と
し
て
何
か
自
分
の
強
み
を
得

ら
れ
る
い
い
機
会
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
ぁ
僕
の
場
合
は
頼
ま
れ
た
ら
断
れ
な

い
性
格
と
い
う
の
も
あ
る
ん
で
す
け
ど
ね
」

そ
ん
な
照
れ
笑
い
の
奥
に
、
こ
れ
ま
で
の
経

験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
自
信
と
、
い
つ
ま
で
も

新
し
い
挑
戦
を
楽
し
む
、
園
田
さ
ん
の
仕
事

観
が
垣
間
見
え
た
気
が
し
た
。

TAKESHI Sonoda

▲オンラインミーティングでの様子（園田さん中央）

▲ 2021 年 4 月東証マザーズ上場を記念して創業メンバー7 人で（園田さん下段中央）
※感染対策を行った上で、撮影時のみマスクを外しています
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芝浦工業大学や附属校・併設校のさまざまな取り組みを紹介します。 SIT NEWS

芝
浦
工
業
大
学

対談の動画は、芝浦工業大学 YouTube チャンネルで
公開中。ぜひご覧ください。

東
京
芸
術
大
学
准
教
授
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
ス
プ
ツ
ニ
子
！
さ
ん
と
山
田
純
学
長
が
対

談
し
た
「SIT D

IALO
G
U
E

」
第
2
弾
の
動

画
が
、
8
月
に
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

「SIT D
IALO

G
U
E

」
は
、YouTube

上

で
山
田
学
長
が
各
界
の
専
門
家
と
様
々
な

テ
ー
マ
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
す
な
か
で
、

芝
浦
工
大
が
目
指
す
べ
き
と
こ
ろ
を
明
ら
か

に
し
て
い
く
対
談
動
画
シ
リ
ー
ズ
で
す
。
4

月
に
公
開
し
た
第
1
弾
、
若
者
研
究
家
で

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ア
ナ
リ
ス
ト
の
原
田
曜
平

氏
と
の
対
談
に
続
く
今
回
。
特
に
理
工
系
で

課
題
と
な
っ
て
い
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ

解
消
へ
様
々
な
提
言
が
あ
り
、
示
唆
に
富
む

対
談
と
な
り
ま
し
た
。

ス
プ
ツ
ニ
子
！
さ
ん
と
、
理
工
系
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
に
つ
い
て
対
談

グリーンバックを設置した対談の様子
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研
究
ブ
ラ
ン
ド
力
Ｐ
Ｒ
動
画

SIT Lab

公
開
中

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ア
ナ
リ
ス
ト
原
田
曜
平
さ
ん
が

広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
就
任

芝
浦
工
業
大
学
の
先
端
研
究
を
発
信

し
、
研
究
力
を
世
の
中
に
Ｐ
Ｒ
す
る
動

画
シ
リ
ー
ズ
「SIT Lab

」
をYouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
と
本
学
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
公
開
中
で
す
。
今
回
は
３
つ
の
動
画

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

ひ
と
つ
目
は
、
今
年
の
５
月
末
に
公

開
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
生
命
科

学
科 

越
阪
部
奈
緒
美
先
生
の
「
お
い
し

さ
が
体
に
も
た
ら
す
影
響　

ポ
リ
フ
ェ

ノ
ー
ル
に
秘
密
あ
り
」。
一
般
的
に
体
に

良
い
と
さ
れ
て
い
る
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル

で
す
が
、
実
は
そ
の
健
康
効
果
の
要
因

に
つ
い
て
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
こ
の
研
究
で
は
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル

の
渋
味
に
着
目
し
、
そ
の
渋
味
物
質
が

脳
や
交
感
神
経
に
ど
う
影
響
を
与
え
る

の
か
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
に
、
工
学
部
機
械
工
学
科 

内
村
裕

先
生
の
「
月
面
の
土
木
工
事
を
実
現
す

る
遠
隔
操
作
技
術
の
進
化
と
は
」。
離

れ
た
場
所
に
あ
る
機
械
や
ロ
ボ
ッ
ト
を

遠
隔
操
作
す
る
研
究
で
す
。
遠
隔
操
作

特
有
の
通
信
の
ず
れ
を
制
御
し
、
将
来

は
月
面
で
の
工
事
の
実
現
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
技
術
は
災
害
現

場
で
の
遠
隔
救
助
へ
の
応
用
も
期
待
で

き
ま
す
。

最
後
に
工
学
部
情
報
通
信
工
学
科 　

堀
江
亮
太
先
生
の
「
脳
波
で
操
作
を
当

た
り
前
に
」。
興
奮
状
態
や
集
中
に
よ
っ

て
変
化
す
る
脳
活
動
を
数
値
化
し
た
β

/
α
比
や
強
い
瞬
き
を
ス
イ
ッ
チ
と
し

て
検
出
す
る
こ
と
で
、
障
が
い
の
あ
る

方
で
も
機
械
操
作
を
可
能
に
す
る
た
め

の
研
究
で
す
。
健
常
者
の
方
へ
の
応
用

も
可
能
で
、
全
て
の
人
が
便
利
で
快
適

な
生
活
を
送
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

今
後
も
シ
リ
ー
ズ
の
最
新
作
に
ご
注

目
く
だ
さ
い
！

（
1
9
9
0
年
代
中
盤
～
2
0
0
0

年
代
序
盤
以
降
の
出
生
者
）の
特
徴
や
、

広
告
を
打
つ
上
で
最
も
重
要
な
「
イ
ン

サ
イ
ト
（
洞
察
）」
に
つ
い
て
な
ど
、

広
報
施
策
に
役
立
つ
ポ
イ
ン
ト
を
職
員

に
伝
授
。
今
後
は
、
現
役
Ｚ
世
代
の
リ

ア
ル
な
声
を
調
査
す
る
た
め
に
、
学
内

外
の
学
生
を
交
え
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
の
発
足
や
様
々
な
施
策
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
今
後
の
広
報
活
動
に
ご

期
待
く
だ
さ
い
！

若
者
研
究
の
第
一
人
者
で
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
ア
ナ
リ
ス
ト
の
原
田
曜
平
さ

ん
が
、
今
春
か
ら
芝
浦
工
業
大
学
の

広
報
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
就
任
し
ま

し
た
。「
Z
世
代
み
ら
い
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
今
後
は
理
工
系

分
野
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
、多
様
性
推
進
、

女
子
学
生
比
率
増
加
に
向
け
た
広
報
活

動
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

４
月
か
ら
は
企
画
広
報
課
職
員
と

の
定
例
会
議
を
開
始
し
、
Ｚ
世
代

芝浦工業大学公式
Youtubeチャンネル

芝浦工業大学
ウェブサイト「SIT Lab」

【SIT Lab】
月面の土木工事を実現する
遠隔操作技術の進化とは

【SIT Lab】
脳波で操作を当たり前に

生粋のデジタルネイティブ世代である Z 世代。彼ら・彼女らは世界中
の企業やマーケターが注目しています。なぜ今、Z 世代にとってオイシ
イ時代なのか。そして芝浦工大の進むべき方向性とは。Z 世代が作る
新しい理工系の世界観を両者が探ります。

株式会社博報堂に入社し、博報堂
生活総合研究所、研究開発局を経
て博報堂ブランドデザイン若者研究
所リーダーに就任。退社後、2018
年よりマーケティングアナリストとし
て活動し、若者研究とメディア研究
を中心に次世代に関わる様々な研
究を実施。2003 年度 JAAA 広告
賞・新人部門賞を受賞。著書に『Z
世代』『ヤンキー経済』ほか。

山田学長と原田氏の特別対談ムービー［SIT DIALOGUE］

原田 曜平（はらだ ようへい）
マーケティングアナリスト

profile
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芝浦工業大学や附属校・併設校のさまざまな取り組みを紹介します。 SIT NEWS

社名 人
数

うち
女子

1 東海旅客鉄道株式会社 24 1
2 ＮＥＣソリューションイノベータ株式会社 18 6
3 株式会社ＳＵＢＡＲＵ 15 0
4 日本電気株式会社 13 2
4 東日本旅客鉄道株式会社 13 3
4 ボッシュ株式会社 13 0
7 本田技研工業株式会社 12 3
8 キヤノン株式会社 11 2
9 五洋建設株式会社 9 0

東京都庁 9 2
11 東日本電信電話株式会社 8 2

凸版印刷株式会社 8 3
戸田建設株式会社 8 1

14 大成建設株式会社 7 0
西松建設株式会社 7 0

学部 項目 / 学科 卒業者数 大学院進学者数 就職者数 進学・就職以外

工学部

機械工学科 116 44 66 6 
機械機能工学科 117 58 56 3 
材料工学科 129 76 50 3 
応用化学科 107 51 56 0 
電気工学科 115 41 70 4 
通信工学科 107 33 70 4 
電子工学科 116 46 68 2 
土木工学科 136 25 108 3 
情報工学科 120 27 84 9 

建築学部 建築学科 248 123 112 13 

システム理工学部

電子情報システム学科 105 27 75 3 
機械制御システム学科 81 46 32 3 
環境システム学科 98 30 63 5 
生命科学科 114 51 58 5 
数理科学科 69 20 49 0 

デザイン工学部 デザイン工学科 163 37 114 12 
学部合計 合計 1,941 735 1,131 75 

大学院 項目 / 専攻 卒業者数 大学院進学者数 就職者数 進学・就職以外

理工学研究科

電気電子情報工学専攻 102 4 87 11 
材料工学専攻 49 2 46 1 
応用化学専攻 24 24 0 
機械工学専攻 77 76 1 
建設工学専攻 101 1 89 11 
システム理工学専攻 89 4 83 2 
国際理工学専攻 5 1 4 0 

大学院合計科 合計 447 12 409 26 

社名 人
数

うち
女子

ＳＣＳＫ株式会社 7 1
アズビル株式会社 7 1
日本工営株式会社 7 5

19 独立行政法人都市再生機構 6 1
三菱電機株式会社 6 0
大和ハウス工業株式会社 6 2
株式会社エヌ・ティ・ティ・データ 6 2
鹿島建設株式会社 6 4
清水建設株式会社 6 1
株式会社竹中工務店 6 2
住友林業株式会社 6 1
前田建設工業株式会社 6 0
リンテック株式会社 6 1
株式会社アルファシステムズ 6 1
シャープ株式会社 6 2

社名 人
数

うち
女子

ポラス株式会社 6 3
コムチュア株式会社 6 1

33 東京電力ホールディングス株式会社 5 0
積水ハウス株式会社 5 2
株式会社ＬＩＸＩＬ 5 3
中日本高速道路株式会社 5 0
株式会社大林組 5 1
株式会社長谷工コーポレーション 5 1
東日本高速道路株式会社 5 1
富士電機株式会社 5 0
高砂熱学工業株式会社 5 0
三機工業株式会社 5 1
株式会社ＮＴＴデータ・アイ 5 0

2020年度卒業生進路結果（2021年3月卒業生）

2020 年度卒業生就職先ランキング

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア

支
援
体
制
の
早
期
構
築
実
施

就
職
活
動
が
佳
境
に
入
る
直
前
の
２

月
に
広
ま
り
始
め
た
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

学
生
・
企
業
・
大
学
の
い
ず
れ
も
手
探

り
の
状
況
で
活
動
を
進
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
就
職
の
質
の
向
上
と
就
職

希
望
者
の
就
職
率
１
０
０
％
達
成
を
目

指
す
べ
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
学
生
の

キ
ャ
リ
ア
支
援
体
制
の
早
期
構
築
に
最

優
先
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
芝
浦
工
業

大
学
校
友
会
と
の
連
携
に
よ
る
「
卒
業

生
企
業
役
員
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
」
や
、
学
内
合
同
企
業
説
明
会

な
ど
の
毎
年
恒
例
の
重
要
イ
ベ
ン
ト
を

主
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
、
コ
ロ
ナ
禍

で
あ
れ
ば
こ
そ
有
用
性
が
活
か
せ
る
就

職
支
援
シ
ス
テ
ム
を
フ
ル
活
用
す
る
こ
と

で
、
学
生
へ
の
情
報
提
供
を
的
確
か
つ

迅
速
に
行
い
ま
し
た
。
例
年
ど
お
り
の

個
々
の
学
生
に
き
ち
ん
と
向
き
合
っ
た
指

導
・
支
援
を
実
践
す
る
こ
と
で
、
最
終

的
に
大
学
全
体
で
の
97.
1
％
と
い
う
例

年
と
遜
色
な
い
高
い
就
職
率
を
残
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

芝
浦
工
業
大
学

※学部・院生含む
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第
25
回
大
宮
祭
2
0
2
1
「
S
M
I
L
E
」

故
五
十
嵐
久
也
名
誉
理
事
長
を
偲
ぶ
会

5
月
23
日
、
第
25
回
大
宮
祭
が
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年

は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
は

感
染
対
策
を
徹
底
し
て
準
備
を
行
い
、

YouTube

ラ
イ
ブ
と
オ
ン
デ
マ
ン
ド

配
信
と
い
う
構
成
で
実
現
に
至
り
ま
し

た
。各

企
画
の
ラ
イ
ブ
配
信
で
は
、
視
聴

者
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
も
盛
り
上
が
り
を

見
せ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
い
う
形
で
も
非

常
に
一
体
感
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
専
用
ア
プ
リ
を
使
っ

た
「
バ
ー
チ
ャ
ル
大
宮
祭
」
で
は
、バ
ー

チ
ャ
ル
上
に
つ
く
ら
れ
た
大
宮
キ
ャ
ン

パ
ス
で
新
入
生
歓
迎
大
会
が
行
わ
れ
、

部
活
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
多
く
の
団
体
が

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

閉
会
式
で
は
、
実
行
委
員
長
の
奥 

悠

馬
さ
ん
（
応
用
化
学
科
3
年
）
の
「
初

の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
で
し
た
が
、
オ
ン

ラ
イ
ン
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
企
画
や
、

家
か
ら
参
加
で
き
る
文
化
祭
と
い
っ
た
、

新
し
い
文
化
祭
の
形
を
体
現
で
き
ま
し

た
。
今
日
と
い
う
一
日
が
皆
様
の
思
い

出
の
一
つ
と
な
り
、
思
い
出
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
委
員

長
と
し
て
も
嬉
し
い
で
す
」と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

に
愛
さ
れ
た
故
人
の
人
柄
に
触
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
て
故

人
を
偲
び
ま
し
た
。

学
校
法
人
芝
浦
工
業
大
学
名
誉
理
事

長
の
故
五
十
嵐
久
也
氏
を
偲
ぶ
会
が
、

4
月
28
日
に
千
代
田
区
の
帝
国
ホ
テ
ル

東
京
で
し
め
や
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
五
十
嵐
氏
は
2
0
1
0
年
に
母

校
を
運
営
す
る
学
校
法
人
芝
浦
工
業
大

学
の
理
事
長
に
就
任
し
、
そ
の
後
す
ぐ

に
大
学
改
革
に
着
手
。
ガ
バ
ナ
ン
ス
改

革
を
中
心
と
し
た
法
人
改
革
の
ほ
か
、

学
生
フ
ァ
ー
ス
ト
の
経
営
を
掲
げ
て
教

育
研
究
環
境
の
整
備
な
ど
、
長
き
に
わ

た
り
法
人
発
展
に
尽
力
し
、
2
0
1
9

年
12
月
10
日
に
79
歳
の
天
寿
を
全
う
し

永
眠
し
ま
し
た
。

当
日
は
五
十
嵐
氏
の
ご
遺
族
の
ほ

か
、
ゆ
か
り
の
あ
る
約
4
0
0
名
の

関
係
者
が
参
列
。
一
人
ず
つ
白
い
花
を

祭
壇
に
供
え
、
静
か
に
ご
冥
福
を
祈
り

ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
に
設
け
ら
れ
た
パ
ネ
ル

コ
ー
ナ
ー
で
は
五
十
嵐
氏
の
理
事
長
時

代
に
加
え
、幼
少
期
や
鹿
島
建
設
時
代
、

三
井
住
友
建
設
時
代
、
そ
し
て
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
の
様
子
を
含
む
数
多
く
の
写
真

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
参
列
者
は
皆
、

写
真
の
前
で
足
を
止
め
て
は
多
く
の
人

バーチャル大宮祭の様子

多くの関係者が別れを惜しんだ会場に飾られた多くの写真

実行委員メンバー（中央が奥悠馬さん）
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芝浦工業大学や附属校・併設校のさまざまな取り組みを紹介します。 SIT NEWS

※本紙中の社名ならびに商標は各団体や各企業に属します。 

芝
浦
工
大
附
属
中
学
高
等
学
校

第
1
回
全
国
高
校
Ａ
Ｉ
ア
ス
リ
ー
ト

選
手
権
大
会
「
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
バ

ト
ル
ク
エ
ス
ト
２
０
２
０
」
で
、
電
子

技
術
研
究
部
か
ら
出
場
し
た
高
校
３
年

生
の
チ
ー
ムLum

inous

が
総
合
優
勝

し
ま
し
た
。

シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
バ
ト
ル
ク
エ
ス

ト
は
、
国
内
初
の
Ａ
Ｉ
／
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
キ

ル
の
総
合
競
技
大
会
で
す
。
今
大
会
で

は
Ａ
Ｉ
ク
エ
ス
ト
、
サ
イ
バ
ー
ク
エ
ス

ト
、
デ
ー
タ
ク
エ
ス
ト
、
ロ
ボ
ク
エ

ス
ト
、
Ｘ
ク
エ
ス
ト
の
５
つ
の
個
人
・

チ
ー
ム
戦
を
通
じ
て
、
総
合
優
勝
を
競

う
形
と
な
り
ま
し
た
。

「
大
会
準
備
や
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
想

像
以
上
に
辛
か
っ
た
」
と
語
る
佐
藤
大

生
さ
ん
。
難
易
度
の
高
い
問
題
に
ぶ
つ

か
っ
た
際
は
、
各
々
知
恵
を
出
し
合
い

乗
り
越
え
ま
し
た
。

田
子
依
美
里
さ
ん
は
、
自
ら
の
弱
点

と
感
じ
て
い
た
技
術
力
を
企
画
力
で
補

う
た
め
、
理
工
系
知
識
の
み
な
ら
ず
哲

学
や
心
理
学
な
ど
の
様
々
な
文
献
を
調

べ
、
提
出
期
限
直
前
ま
で
制
作
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
個
人
種
目

の
Ｘ
ク
エ
ス
ト
で
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
後
は「
大
学
で
経
験
を
積
み
、

社
会
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
志
し

ま
す
。

大
塚
卓
柾
さ
ん
は
、「
日
本
は
エ
ン
ジ

ニ
ア
が
少
な
く
、
海
外
に
引
き
抜
か
れ
て

し
ま
う
傾
向
に
あ
る
。
今
後
は
よ
り
知

識
を
蓄
え
、
単
な
る
技
術
者
に
な
る
だ

け
で
は
な
く
、
若
手
を
育
成
す
る
立
場

と
し
て
活
躍
し
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

持
っ
た
人
材
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
せ
る
存
在
に

な
る
こ
と
が
今
後
の
社
会
を
生
き
て
い

く
う
え
で
大
切
な
要
素
だ
と
考
え
、
そ

の
た
め
に
も
ま
ず
は
学
び
を
楽
し
ん
で

も
ら
う
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

探
究
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
推
進
を
担
当

し
た
斎
藤
貢
市
教
諭
は
、「
身
の
周
り

か
ら
た
く
さ
ん
の
科
学
を
発
見
し
発
達

さ
せ
貢
献
で
き
る
、
世
界
に
つ
な
が
る

人
間
に
育
っ
て
ほ
し
い
」
と
思
い
を
語

り
ま
し
た
。

 

芝
浦
工
業
大
学
附
属
中
学
高
等
学

校
で
は
、
２
０
２
１
年
４
月
よ
り
新
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
開
始
し
ま
し
た
。
中
心

と
な
っ
て
い
る
の
は
、「
探
究
」
に
組

み
込
ま
れ
て
い
る
Ｉ
Ｔ
と
Ｇ
Ｃ
（
グ

ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
の

授
業
で
す
。
探
究
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

本
格
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
中
学
校
は

他
に
類
を
見
ま
せ
ん
。

Ｉ
Ｔ
の
授
業
で
は
「
人
の
役
に
立
つ

た
め
の
も
の
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、

Ｉ
Ｔ
技
術
で
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
を
培

い
、
試
行
・
メ
タ
化
し
ま
す
。
Ｇ
Ｃ
の

授
業
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍
す

る
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
育
成
」を
目
的
と
し
、

ど
ち
ら
の
授
業
も
知
識
習
得
に
留
ま
ら

ず
学
ん
だ
こ
と
を
体
得
で
き
る
よ
う
、

Ｐ
Ｂ
Ｌ
（
問
題
解
決
型
学
習
）
を
使
っ

た
学
習
を
行
い
ま
す
。

探
究
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
10
年
・

20
年
後
の
社
会
に
お
い
て
、
本
当
の
意

味
で
活
躍
で
き
る
能
力
を
身
に
着
け
さ

せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
取
り
入
れ
ら

れ
ま
し
た
。
単
な
る
理
工
系
知
識
を

 

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
「
探
究
」
の
授
業
が
ス
タ
ー
ト

全
国
高
校
Ａ
Ｉ
ア
ス
リ
ー
ト
選
手
権
で
、
チ
ー
ムLum

inous

が
総
合
優
勝

左：田子依美里さん　中央：大塚卓柾さん　右：佐藤大生さん

探究「GC」の授業の様子
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芝
浦
工
大
柏
中
学
高
等
学
校

全
国
か
ら
3
8
4
チ
ー
ム
の
中
高

生
が
応
募
し
た
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
高

校
２
年
生
の
チ
ー
ム
が
制
作
し
た

「
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ 

献
血
―
16
歳
か
ら
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア 

―
」
が
最
優
秀
賞
（
文
部

科
学
大
臣
賞
・
プ
ラ
チ
ナ
賞
）
を
受
賞

し
ま
し
た
。

少
子
化
が
進
み
、
さ
ら
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
近
年
急
速
に

献
血
用
血
液
が
不
足
し
て
い
ま
す
。「
若

者
の
献
血
に
対
す
る
認
識
を
改
め
る
に

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
す
る
の

が
効
果
的
で
は
な
い
か
」
と
い
う
班
長

の
秋
山
陽
介
さ
ん
の
提
案
で
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
始
動
し
ま
し
た
。

制
作
に
は
約
11
カ
月
を
費
や
し
ま
し

た
。
順
風
満
帆
に
は
い
か
ず
、
遅
く
ま

で
作
業
を
続
け
た
り
、
英
語
翻
訳
の
際

に
は
語
学
に
長
け
た
友
人
に
添
削
を
依

頼
し
た
り
す
る
こ
と
も
。
オ
ン
ラ
イ
ン

発
表
だ
っ
た
た
め
、
受
賞
の
際
は
な
か

な
か
実
感
が
湧
か
な
か
っ
た
そ
う
で

す
。
岡
山
歩
輝
さ
ん
は
、「
実
際
に
賞

状
が
届
き
、
メ
ン
バ
ー
と
確
認
し
た
時

は
、
言
葉
に
言
い
表
せ
な
い
感
動
が

あ
っ
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

担
当
し
た
村
松
由
行
教
諭
は
、「
世

の
中
に
溢
れ
る
声
な
き
声
に
気
づ
く
、

い
い
機
会
に
な
っ
た
の
で
は
。
仲
間
を

巻
き
込
み
、
世
界
に
役
立
つ
人
間
に
成

長
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
込

め
て
語
り
ま
し
た
。

験
勉
強
な
ど
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、

興
味
関
心
の
赴
く
ま
ま
に
、
本
当
の
意

味
で
の
学
び
を
続
け
て
い
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

髙
見
さ
ん
は
、「
単
に
数
値
を
計
測

す
る
だ
け
で
な
く
、
数
学
的
な
裏
付
け

を
基
に
考
察
し
て
い
く
の
が
一
番
大
変

だ
っ
た
。
今
は
浮
体
の
形
状
に
関
す
る

研
究
を
深
め
る
こ
と
が
一
番
の
目
標
。

安
定
す
る
形
状
を
発
見
し
、
社
会
に
貢

献
で
き
れ
ば
」
と
、
将
来
の
展
望
を
語

り
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
第
６
回

高
校
生
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
髙
見

陽
菜
さ
ん（
高
校
２
年
生
）が
ポ
ス
タ
ー

発
表
数
学
・
物
理
部
門
で
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
研
究
タ
イ
ト
ル
は
、

「
浮
体
式
洋
上
風
力
発
電
機
の
安
定
性

～
浮
体
の
形
状
と
復
原
力
の
関
係
～
」

で
す
。

髙
見
さ
ん
が
研
究
し
て
い
る
「
浮
体

式
風
力
発
電
機
」
は
、
排
他
的
経
済
水

域
（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）
の
面
積
が
世
界
６
位
で

あ
る
日
本
に
お
い
て
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
ひ
と
つ
と
し
て
近
年
注
目
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
海
上
に
浮
か
ぶ
四

角
形
の
浮
体
と
付
随
し
た
風
力
発
電
機

と
い
う
、
独
特
な
形
状
に
興
味
を
持
っ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
髙
見
さ

ん
の
研
究
が
始
ま
り
ま
し
た
。

受
賞
で
き
る
か
ど
う
か
自
信
が
な

か
っ
た
た
め
、
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
際

は
家
族
と
と
も
に
飛
び
上
が
っ
て
喜
ん

だ
そ
う
で
す
。
研
究
指
導
を
し
て
い
る 

須
田
博
貴
教
諭
は
、「
分
野
に
と
ら
わ

れ
ず
多
方
面
で
活
躍
し
て
ほ
し
い
。
受

第
６
回
高
校
生
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
最
優
秀
賞
受
賞

第
23
回
全
国
中
学
高
校  

Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ン
テ
ス
ト
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

左から、矢澤乙葉さん　正藤美海さん　秋山陽介さん　
岡山歩輝さん　船場隼斗さん

表彰状を持つ髙見陽菜さん

Ｇ
ｏ 
Ｔ
ｏ 
献
血
―
16
歳
か
ら
の
ボ
ラ
ン
ティ
ア 

―

http://goto-kenketsu.jp
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